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ポジティブな事ほど簡単に覚えられると錯覚する
―個人差としての抑うつ傾向の検討―

高橋佳史（法政大学大学院）
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問題と目的

感情価のある項目は，自分の能力以上に思い

出しやいと判断し，簡単に覚えられると判断す

るといわれている（Takahashi,2018; Zimmarman 
& Kelly, 2010）。さらに，個人差の要因も検討さ

れ，Takahashi（2018）は，抑うつ傾向者は不快

項目に対して，中性語よりも簡単に覚えられる

と判断することを報告した。しかし，Takahashi
（2018）は不快語と中性語の比較にとどまって

おり，想起可能性を過大評価は不快項目のみで

生じる現象であるかどうかは明確ではない。

そこで本研究は，Takahashi（2018）と同様の

手続きで，不快語を快語に変更した。

方 法

実験参加者 参加者は関東圏内の私立大学

生 50 名（女性：29 名，年齢範囲 20-23 歳，中

央値 21 歳）であった。デザインは抑うつ傾向 2
（抑うつ傾向群 vs. 統制群：間）×単語の感情

価 2（快 vs. 中性：内）の二要因混合計画であ

った。

材料 抑うつ尺度として，日本語版 BDI-II（小

嶋・古川，2003）を使用した。単語刺激として，

日本語版 ANEW（本間，2014）の漢字二字の名

詞から，快単語と中性単語をそれぞれ 24 語ず

つの合計 48 語使用した。

手続き 単語提示段階では単語を3秒間提示

し，その間，参加者は「提示された単語の覚え

やすさを判断してください。」という教示で学

習容易性判断を（0-100を10刻みの11件法で回答）

行い，単語提示直後に1秒以内で回答した。全

ての学習容易性判断終了後に3分間の挿入課題

をはさみ，単語の自由再生を行った。

結果と考察

記憶成績 再生率を従属変数として，抑うつ

傾向2（抑うつ傾向群 vs. 統制群：間）×感情

価 2（快 vs. 中性：内）の二要因分散分析を行

った。結果として，抑うつ傾向の有意な主効果

がみられた（F（1, 48）= 4.54, p <.05, η2
p = .13）。

また，感情価の主効果は有意ではなかった（F
（1, 48）= 1.21, p = .33 , η2

p = .05）。交互作用は

有意ではなかった（F（1, 48）= 1.03, p < .42, η2
p

= .04）。

メタ記憶判断 既学習判断を従属変数とし

て，抑うつ傾向2（抑うつ傾向群 vs. 統制群：

間）×感情価 2（快 vs. 中性：内）の二要因分

散分析を行った。結果として，抑うつと感情価

の交互作用は有意であった（F（1, 48）= 7.43, p
< .01 , η2

p = .12）。単純主効果も有意であった。

多重比較の結果，統制群において，快語は中性

語よりも思い出せると判断した（t（45) = 2.43, p
< .01, d = .34）。また中性語において，統制群

よりも抑うつ傾向群の方が思い出せると判断

した(t (96) = 2.13, p < .05, d = 0.44)（Figure 1）。

この結果から，抑うつ傾向者の学習容易性判

断の過大評価は不快項目特有の現象であると

いうことが示唆された。統制群が快項目におい

て，中性語よりも容易性を過大評価した要因と

して，快項目に自己関連づけが生じたことが考

えられる。今後の展望として，不快項目と快項

目が中性項目に与えるプレ/ポストディクショ

ン効果を検討する必要がある。

抑うつ傾向群と統制群の快単語と中

性語の記憶成績とメタ記憶判断の平均値を示

す。
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技術教育の作業学習における主体的学びと「段取り」に関する検討
―聴覚障害特別支援学校の全国調査から―
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問 題

中学校学習指導要領（ ）技術・家庭科の技術分野の目

標に，「ものづくりなどの実践的・体験的な学習活動を通し

て，材料と加工，エネルギー変換，生物育成及び情報に関す

る基礎的・基本的な知識及び技術を習得する」と記述がある。

作業学習を通して，ものづくりの重要性や技能技術が果た

す役割を理解し，働くことの意義や喜び，自らの果たせる役

割，共同作用に必要なコミュニケーション力等を理解・修得

することは重要な課題である。

一方で，技術教育における作業学習では，授業時間の経過

とともに，作業の早い学習者と遅れがちな学習者との間に，

作業において大きな進度差が生じ，とりわけ作業に遅れがち

な生徒の中には，作業意欲を失い，途中で投げ出す問題が指

摘されている。

土井 は，「作業に遅れがちな学習者は，作業に入る

前に，自分自身が授業時間毎に作業の見通しや作業の方略を

もたず，具体的な作業準備もせず，さらに他者からの情報を

集めるなど，不十分な状態で作業に入ろうとしている」と指

摘している。

このような事態を避けるために，教師は，作業の遅れがち

な学習者の作業を直接手伝ったり，作業の早い学習者を待た

せたり，あるいは，作業の早い学習者に遅れがちな学習者の

手助けをさせるなど様々な指導をしているが，このような指

導は，「作業に遅れがちな学習者自身の力で作業処理を合理

的に遂行できるように作業改善を図った学習指導とはいえ

ず，対処療法的な学習指導である」とも指摘している。

また，聴覚障害のある生徒は，情報受容やコミュニケーシ

ョンなどの制約に限らず，作業遂行において状況把握や見通

しをもってプランニングし，効率的な行動をとることにも苦

手さがあると学校現場では指摘されることが多い。

このような，学習者が自律的に作業に取り組むことや，作

業の見通しを立てること，作業手順の理解や工具準備への困

難さによる学習者間に作業進度差が起こる問題に対して検

討する。

目 的

本研究は，聴覚障害特別支援学校高等部及び中学部のもの

づくりの授業担当者に質問紙調査を実施し，作業をすすめる

「段取り」に関してや，授業での配慮等について実態を明ら

かにすることを目的とする。

方 法

対象・手続き

全国にある聴覚障害特別支援学校高等部及び中学部

校（内 校は高等部及び中学部のある学校）のものづくり

の授業担当者担任教諭を対象に質問紙調査を実施し，返送が

あった聴覚障害特別支援学校高等部及び中学部 校（回収

率 ）を対象にした。

調査内容 作業段取りに関する質問項目（ 項目）

土井康作（ ）の尺度の項目を参考に，特別支援学校に

即した計 項目からなる尺度であった。

結 果

回答者の平均教員経験年数は 年（ ）であっ

た。回答のあった高等部及び中学部のものづくりの授業担当

している生徒数は， 名であった。

質問項目の「立てた計画通りに物事を進めることができる

生徒数」について と に示す。

考 察

本研究においては，先行研究ならびに，実践の概観から，

聴覚障害特別支援学校高等部及び中学部のものづくりの授

業担当者に，作業をすすめる「段取り」に関してや，授業で

の配慮等について実態を調査した。

今回の調査から生徒の作業学習において，作業手順を特徴

づける方略に対応するような学習指導法について検討する

必要性が推察された。また，作業遂行において状況把握や見

通しをもってプランニングし，効率的な行動をとるなどの総

合的に判断する経験を積ませることが課題として上げられ

る。
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